
 

 

建築年月が昭和 52(1977)年３月以前の事業用の建物などに設置された照明器具には、PCB を含む安定器

が使われている可能性があります。PCB を含む安定器は、法律により令和 3(2021)年３月末までに処分する

必要があります。確認がまだの場合は、PCB を含む安定器がないかどうかを確認していただきますようお願

いします。 

＜確認がまだの場合（お願い）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜照明器具がある場所、安定器が残されていることがある場所の例＞ 

使われていない照明器具が撤去されずに残っていることや、照明器具が交換されていても古い安定

器だけが配線が切断された状態などで残ったままになっていることがあります。特に、外灯や高天井

に使われる水銀灯は、照明灯と安定器の設置場所が離れている場合があるため注意が必要です。 

照明器具が設置されている場所 安定器が残されていることがある場所 

事務室や工場の天井、壁際、梁 更新した器具の近くの天井、天井裏、梁 

建物の敷地内の屋外灯 LED ランプに交換した照明器具の中 

建物の外壁、屋上 屋外灯が付いていた照明用ポールの中 

エレベータの天井 屋外・屋内の倉庫、電気室、機械室等の 

片隅の段ボールや箱の中 屋外・屋内の倉庫、電気室、機械室など 

 

  

       ＰＣＢ含有安定器の有無確認 

 

１ 探す 

次の①②③がすべて「はい」の場合は、その照明器具の安定器にＰＣＢが含まれているこ

とがありますので、判別が必要になります。 

① お持ちの建物は、昭和 52 年３月以前に建てられたものですか。 

② その建物は、「事業用として使っている（いた）建物」または「共同住宅」ですか。 

③ その建物の照明器具は、昭和 52 年 3 月以前に設置されたものですか。（昭和５２年

４月以降に、すべての照明器具を交換し、処分していたら「いいえ」になります。） 

※①②に該当する建物に、昭和 52 年 3 月以前に設置されていた照明器具やその安定器

が、取り外されて、倉庫などに保管されて(残されて)いる場合も、判別が必要になります。 

 

 
２ 判別 

 

 

判別が必要な場合は、２ページの「判別方法」をお読みいただき判別してください。判別

方法でご不明な点は、お問合せください。 

判別の結果、ＰＣＢを含む安定器を発見した場合は、三重県ＰＣＢ調査事務局

まで、ご連絡ください。処分の方法や必要な手続き等についてご案内させてい

ただきます。 

【お問い合わせ・ご連絡先】お願い本文の下部に記載しています。 

 

 

  

  

裏面に続く Ｐ１ 



 

 

はじめに      

 

昭和 32(1957)年１月から昭和 47(1972)年８月にかけて製造された事業用の照明器具の安定

器（照明のちらつきをなくす電気機器）には PCB（毒性のある絶縁油）が含まれている可能性

があります 

家庭用の照明器具、電球や丸型蛍光灯には、PCB は含まれていません。 

 

使用中の照明設備は感電のおそれがありますので、判別は、できる限り電気工事業者や専門

の調査会社等（建物の維持管理を委託している場合はメンテナンス会社）にご相談ください。 

６ページの「確認にあたっての注意事項」を事前にお読みください。 

  

（１）まず、照明器具のラベルにより判別する      

照明器具のカバーなどには、左下の写真のようにラベルがついています。安全を確保しなが

ら、記載内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

照明器具のラベルによる判別が困難な場合には、４ページをご覧いただき、安定器の銘板

により判別してください。 

 

 Ｐ２ 

判 別 方 法 

 

①製造年

の表示 

②力率の

表示 

③Ｈｆの 

表示 

以下①～④のいずれか１つでも該当すれば、PCB が含まれていないと判別できます。 

① 製造年が昭和 31(1956)年 12 月以前、又は昭和 47 (1972) 年９月以降である照明器

具には、PCB が含まれていません。 

②力率の表示が 0.85 未満又は 85%未満(低力率型)の照明器具には、PCB が含まれてい

ません。※ラベルの例では「高力率型」の表示がされています。 

③Hf ランプ使用の照明器具には、PCB が含まれていません。 

④次ページの「PCB が含まれていない蛍光灯器具一覧」に当てはまる蛍光灯器具には、PCB

が含まれていません。 

※ラベルが読めないなど、判別できない場合は、（２）安定器の銘板を確認してください。 

ラベルの例 



 
 

（2020 年 2 月現在） 
 会社名 PCB を含んでいないと判別できる表示 

1 岩崎電気(株) 
・製造年月が昭和 47 年 9 月以降 

・内蔵安定器を示す形式に「GL」、「GH」を含むもの、 

及び「PF」から始まる形式 

２ ウエストン ・PCB は不含有 

３ 
（株）ホタルクス 
【旧：新日本電気、NEC ライテ

ィング】 

・製造年月が昭和 47 年 9 月以降 

・社名が「NEC ホームエレクトロニクス」、「日本電気ホームエレクトロ

ニクス」、「日本電気シルバニア」又は「NEC ライティング株式会社」 

・型番末尾が「A、B、C 又は D」（グロー低力率型）、 

及び「AE、BE、CE 又は DE」（ラピッド省電力型） 

４ （株）遠藤照明 ・PCB は不含有 

５ 
オーデリック(株) 
【旧:オーヤマ照明、大山電機工業】 

・製造年月が昭和 47 年 9 月以降 

・社名が「オーヤマ照明」又は「オーデリック」 

・型番の最初が「F」 

６ 
コイズミ照明(株) 

【旧：小泉産業㈱】 
・PCB 使用器具の販売はなし 

７ 星和電機(株) 
・製造年月が昭和 47 年 9 月以降 

・低力率タイプのもの 

８ 大光電機(株) 
・製造年月が昭和 47 年 9 月以降 

・低力率タイプのもの 

・型番が D から始まるアルファベット 3 桁 例）「DCL」「DBF」等 

９ 
東芝ライテック(株) 

【旧：東京芝浦電気、和光電気】 

・社名が「東芝電材株式会社」又は「東芝ライテック株式会社」 

・形名に「GL」又は「RL」が付いている器具 

・形名の数字表記部分が５桁の器具 

10 

日立アプライアンス(株)  
【旧：日立ライティング 

日立照明/ 

日立製作所の銘板 

もあります】 

・社名が「日立アプライアンス」、「日立ライティング」又は「日立照明」 

・製造年月が昭和 48 年以降 

・製造年が記載されていないもの、低力率タイプのもの 

・内蔵安定器を表す形式が「G」、「GZ」、「R」 

11 藤井電気工業（株） ・PCB は不含有 

12 

パナソニック(株) 
【旧：松下電器産業、松下電工】 

・社名が「パナソニック電工」又は「パナソニック」 

【旧：三洋電機】 ・器具での判別はホームページを参照 

13 プリンス電機（株） ・PCB は不含有 

14 
三菱電機照明(株) 

【旧：三菱電機】 

・社名が「三菱電機照明」 

・器具型番末尾が「E」又は「EF」 

・低力率タイプのもの、円形蛍光灯 

15 山田照明(株) 
・40W1 灯用 100V/0.5A 以上、200V/0.25A 以上、 

40W2 灯用 100V/1A 以上、200V/0.5A 以上）の低力率 

●詳細は、各製造者に問い合わせるか、日本照明工業会ＨＰを参照ください。 

（http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm） 
 

P C B が 含 ま れ て い な い 蛍 光 灯 器 具 一 覧 
 

Ｐ３ 裏面へ続く 

http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm


 

（2）安定器の銘板により判別する     

照明器具のラベルによる判別が困難な場合には、照明器具カバー、反射板等を取外し、安定

器の銘板記載内容を確認します。 

例：蛍光灯の安定器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣＢを含む安定器を発見した場合は、三重県ＰＣＢ事務局までご連絡ください。処分の方

法や必要な手続き等についてご案内させていただきます。 

 
  

①蛍光管をはずす。 

 

〇昭和 32 年１月から昭和 47 年８月までに製造され、高力率型の安定器には、PCB が含

まれている可能性があります。 

 

〇安定器の銘板の内容(メーカー・種類・力率・製造年月など)を確認してください。それ

に基づき、照明工業会 HP(http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htm)で確認する

か、次ページの「安定器メーカー問合せ先リスト」から製造メーカーへ問合せ、PCB が含

まれているかどうかを確認してください。 

 

※銘板が読めないなど、判別できない場合は、PCB が含まれているものとして取り扱って

いただき、三重県ＰＣＢ調査事務局までご連絡ください。 

②カバーをはずす。 ③安定器の銘板を確認。 

④銘板の写真をとる。 

Ｐ４ 

安定器 



 

 

 

（日本照明工業会ＨＰより作成）   2020 年 2 月現在 

 製造メーカー 問合せ先 電話番号 

１ 伊東電機（株） 品質保証部 ０２９５－５６－２１０１ 

２ 岩崎電気（株） ＣＳセンター ０４８－５５４－１１２４ 

３ ウシオ電機（株）  ０３－５６５７－１０３６ 

４ ウシオライティング（株）／マックスレイ 品質保証センター ０７９０－２２－６３７１ 

５ （株）梅電社（スター） 
大阪 ０６－６３３３－０００４ 

東京 ０３－３９４４－１６５１ 

６ （株）ホタルクス【旧：新日本電気、NEC ライティング】 お客様相談室 ０１２０－５２－３２０５ 

７ オーデリック（株）【旧：オーヤマ照明、大山電機工業】  ０３－３３３２－１１２３ 

８ （株）共進電機製作所  ０６－６３０９－２１５１ 

９ コイト電工（株）【旧：小糸工業】 
営業統括部 光電システム事業

推進グループ 
０４５－８２６－６８２０ 

１０ シャープ（株） お客様相談センター ０１２０－５０８－５６２ 

１１ （株）GS ユアサ【旧：日本電池】 お客様相談室 ０１２０－４３－１２１１ 

１２ 星和電機（株） 品質保証部 ０７７４－５５－９３１８ 

１３ 大光電機（株） 品質保証部 CS センター ０７２－９６２－８４３７ 

１４ 

ダイヘン電設機器（株）ヘルメス機器工場 

【旧：ヘルメス電機】 

四変テック（株）電子機器事業

部 営業部／品質管理部 
０８７７－３３－２３２３ 

※（ヘルメス電機、ダイヘンヘルメス事業部が製造した安定器とネオントランスに関してのみ対応） 

１５ 
DN ライティング（株） 

【旧：大日本塗料、大亜蛍光工業、ニッポ電機】 
総務部 ０４６３－２２－１９４６ 

１６ （株）東光高岳【旧：東光電気】 電力プラント事業部 ０３－６３７１－４４６８ 

１７ 
東芝ライテック（株） 

【旧：東京芝浦電気、旧：和光電気】 

東芝ライテック（株）照明 

ご相談センター 
０１２０－６６－１０４８ 

１８ 日本真空電機 プリンス電機（株）営業部 ０４５－５０１－４７２２ 

１９ 
パナソニック（株） 

【旧：松下電器産業、松下電工、三洋電機】 

パナソニック（株） 

お客様相談センター 
０１２０－８７８－７０９ 

２０ （株）光電器製作所  ０６－６９６２－２６８１ 

２１ 日立製作所 
日立グローバルライフソリューシ

ョンズ(株) 照明サービスセンター 
０１２０－３３５－７６２ 

２２ 扶桑電機工業（株） 照明部 ０３－３４７４－１２００ 

２３ （株）MARUWA SHOMEI／金門電気 本社 ０３－５４８４－６０５１ 

２４ 三菱電機照明（株）【旧：三菱電機】 品質保証部サービス課 ０４６７－４１－２７７３ 

２５ 山田照明（株） カスタマーセンター ０３－３２５３－４８１０ 

２６ （株）リード  ０４８－５２９－２７３１ 

 

 

安 定 器 メ ー カ ー 問 合 せ 先 リ ス ト 
 

Ｐ５ 裏面へ続く 



 

 

 

 

 

 

 

 

法律の期限を越えて PCB を所持していた場合には、法律に基づく行政処分など不利益が想定さ

れますので、PCB を含む安定器がないかどうかの確認にご協力をお願いいたします。 

 

Ｑ＆Ａ 

Ｑ．調査対象は、なぜ昭和 52(1977)年３月以前に建築された建物なのか？ 

Ａ．PCB が含まれた安定器が使用されている照明器具は、昭和 52 年４月以降は流通していません。 

そのため、昭和 52(1977)年３月までに建築された建物を調査対象としています。 

Ｑ．昭和 52 年３月以前の建物は、全ての建物が調査対象なのか？ 

Ａ．家庭用の照明器具（電球や丸型蛍光灯）には、PCB が含まれた安定器は使われていないことが分

かっています。 

事務所や工場、店舗、倉庫などの事業用の建物や共同住宅の共用部分を調査対象としています。 

Ｑ．PCB を含む安定器が見つかった場合はどうすればよいのか？ 

Ａ．法律で定められた処分期間内（三重県内の PCB が含まれた安定器は、令和 3(2021)年 3 月末日

まで）に取り外し、処分する必要があります。発見した場合は、三重県ＰＣＢ調査事務局にご連

絡ください。処分の方法や必要な手続き等についてご案内させていただきます。 

 

環境省の「PCB 早期処理情報サイト」に情報がまとめられています。 

http://pcb-soukishori.env.go.jp/ （検索サイトにて「環境省 PCB 早期処理」 で検索。） 

● 使用中の照明設備は感電のおそれがありますので、判別は、できる限り電気工事業者や専門

の調査会社等（建物の維持管理を委託している場合はメンテナンス会社）にご相談ください。 

● 建物の竣工図書、過去に実施した調査の記録等がある場合には、それをもとに PCB を含む

安定器かどうかを判断してください。 

また、これまでに行った調査がサンプル調査であった場合は、調査漏れにより PCB を含む

安定器が調査後に見つかった事例もあるため、今一度ご確認ください。 

● 照明器具の設置高さに応じて、以下を参考に、安全に十分留意して調査してください。 

➢ 事務所や店舗等の通常の高さの天井に設置されている場合：脚立等を使用 

➢ ３ｍ以上ある天井や屋外の高所に設置されている場合：ローリングタワー、可搬式高所

作業リフト、高所作業車等を使用 

● 安定器が破損している場合や、液漏れが発生している場合は、漏れた油が直接皮膚に付かな

いようにゴム手袋などの保護具を着用し、取扱いに十分注意してください。 

● 水銀灯やナトリウム灯は安定器の銘板を確認し、製造メーカーへお問い合わせください。な

お、水銀灯やナトリウム灯は、照明器具と安定器が離れて設置されている場合があります。 

（天井に付いているランプの安定器が壁面に取り付けられているなど） 

確認にあたっての注意事項 

Ｐ６ 

http://pcb-soukishori.env.go.jp/

